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歳出（支出）

歳入（収入）

民生費 41.6%
44億1,439万円
民生費 41.6%
44億1,439万円

総務費 11.9%
12億6,767万円
総務費 11.9%
12億6,767万円

衛生費 10.3%
10億9,793万円
衛生費 10.3%
10億9,793万円

土木費 8.8%
9億2,901万円
土木費 8.8%
9億2,901万円

公債費 6.4%
6億8,083万円
公債費 6.4%
6億8,083万円

消防費 5.3%
5億6,093万円
消防費 5.3%
5億6,093万円

商工費 1.5%
1億6,100万円
商工費 1.5%
1億6,100万円

議会費 1.3% 1億3,486万円議会費 1.3% 1億3,486万円

農林水産業費 0.8% 8,608万円農林水産業費 0.8% 8,608万円

予備費 0.2% 1,800万円予備費 0.2% 1,800万円

労働費 0.1%
732万円
労働費 0.1%
732万円

町税 44.0%
46億6,686万円
町税 44.0%
46億6,686万円

国・県支出金
18.0%
19億915万円 

国・県支出金
18.0%
19億915万円 

地方交付税 9.9%
10億5,126万円
地方交付税 9.9%
10億5,126万円

各種交付金 8.1%
8億6,284万円
各種交付金 8.1%
8億6,284万円

町債 6.8%
7億1,500万円
町債 6.8%
7億1,500万円

諸収入 4.3%
4億5,454万円
諸収入 4.3%
4億5,454万円

繰入金 4.0%
4億2,778万円
繰入金 4.0%
4億2,778万円

繰越金 2.6%
2億7,400万円
繰越金 2.6%
2億7,400万円 分担金及び負担金

0.8% 8,386万円
分担金及び負担金
0.8% 8,386万円

地方譲与税 0.8% 8,693万円地方譲与税 0.8% 8,693万円
その他 0.7% 7,678万円その他 0.7% 7,678万円

自治体の税収の格差を減ら
すために国が国庫から交付
するお金です

国税として徴収されたものから一定
の配分で譲与される税金です

国や県からの補助金です
町民のみなさんから
納められる税金です

高齢者・障がい者福祉
や保育園、児童手当な
どにかかる費用です

小中学校、教育施設、スポーツ
施設の維持管理や給食などに
かかる費用です

町債として借金の返済
にかかる費用です

予防接種、検診、ごみ処理
などにかかる費用です

防犯、防災、交通安全
などにかかる費用です

教育費 11.8%
12億5,098万円
教育費 11.8%
12億5,098万円

（単位：千円）

予
算
の
総
規
模

会 計 区 分 歳入(収入）金額 歳出（支出）金額 差引金額 摘要欄
一 般 会 計 10,609,000 10,609,000 0

特
別
会
計

土 地 取 得 3,157 3,157 0
国 民 健 康 保 険 2,868,827 2,868,827 0
介 護 保 険 2,474,697 2,474,697 0
後期高齢者医療 604,536 604,536 0

下水道事業会計 998,830 1,077,326 △ 78,496 補填財源
予算の合計 17,559,047 17,637,543 △ 78,496

ふそう議会だより 第247号／令和3年5月1日 2

歳入合計　106億900万円

歳出合計　106億900万円

　
令
和
３
年
３
月
定
例
会
は
３
月
１
日
か
ら
24
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
一
般
会
計
予
算
・
特
別
会
計
予
算
を
始
め
、
補
正
予
算
、

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
な
ど
31
案
件
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

子育て支援・教育の充実予算
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≪今年度には、このような事業があります≫

イメージ図（案）

●【歳入】学校給食共同調理場給食費徴収金	 1億４，５０７万円
　扶桑町立小中学校児童生徒第3子以降の学校給食無償化を開始（町負担分720万円）

●児童館整備事業費	 1億４，４２０万円
　令和5年の開設に向け、（仮称）多機能児童館建設に着手
　令和3年度分の建設事業費を計上

●新型コロナウイルスワクチン接種事業費	 1億２，８５５万円
　新型コロナウイルス感染症の予防のためのワクチン接種を実施

●校舎大規模改造事業費	 	８，1７７万円
　高雄小学校非構造部材の耐震化改修工事、扶桑東小学校体育館の大規模改修工事を実施

●公共下水道工事費	 ３億７，４７５万円
　高雄字下山・中海道・北東川地区の幹線枝線工事及び舗装修繕工事実施

●公共交通関連事業費	 ３０万円
　新たな地域公共交通の導入に向けて地域公共交通会議を設置

●商品券発行事業補助金	 ８，２８０万円
　地域振興、地域経済の活性化のため、プレミアム率50％（※）にて発行
　※第１号補正により、3，１20万円から増額

●ホームページ管理運営事業費	 1，４５３万円
　扶桑町のホームページを再構築し、スマートフォン対応に移行

（万円未満切り捨て）
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こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た

各
常
任
委
員
会
の
審
査
内
容

反

対

討

論

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

コ
ロ
ナ
に
苦
し
む
住
民
・
町
内
業
者

の
く
ら
し
に
寄
り
添
う
町
政
に
！

�

髙
木
義
道　
議
員

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
住
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
施
策
の
推
進
と
地

方
自
治
法
の
主
眼
で
あ
る
福
祉
の

増
進
は
、
令
和
３
年
度
の
予
算
編

成
の
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
地
域

公
共
交
通
の
確
立
・
児
童
館
建
設

は
日
本
共
産
党
議
員
団
が
継
続
し

て
実
現
を
求
め
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
具
現
化
が
本
予
算
に
示

さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
評
価

す
る
。
子
育
て
支
援
・
高
齢
者
福

祉
施
策
を
ま
す
ま
す
充
実
し
、
扶

桑
町
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
、
住

ん
で
よ
か
っ
た
、
高
齢
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
形
成

こ
そ
が
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
愛
岐
大

橋
・
高
雄
東
部
開
発
な
ど
住
民
合

意
・
地
権
者
同
意
が
危
ぶ
ま
れ
る

事
業
は
い
っ
た
ん
思
い
と
ど
ま
り
、

コ
ロ
ナ
に
苦
し
む
住
民
・
町
内
業

者
の
く
ら
し
・
生
業
に
寄
り
添
う

町
政
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
を
求

め
る
。
国
保
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
菅

自
公
政
権
の
自
助
を
強
要
す
る
国

策
の
中
で
地
方
自
治
体
に
も
そ
の

悪
影
響
が
住
民
の
負
担
増
大
の
原

因
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
令
和

３
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計
予
算
に

は
反
対
を
す
る
。

総
務
建
設
常
任
委
員
会

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出

　
　
町
債
７
億
１
５
０
０
万
円

と
公
債
費
６
億
５
０
０
０
万
円

で
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
含
め
て
、
５
・
６
年
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　
　

町
債
の
発
行
は
、
で
き
る

だ
け
有
効
な
も
の
は
活
用
し
、

算
定
率
の
低
い
も
の
は
、
財
政

調
整
基
金
を
繰
り
入
れ
る
な
ど
、

事
業
に
よ
っ
て
調
査
を
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

　
　
２
年
に
２
台
設
置
す
る
と

聞
く
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
こ
れ

ま
で
の
設
置
台
数
と
今
後
の
設

置
計
画
は
あ
る
か
。

　
　

寄
付
も
含
め
、
交
差
点
、

問答問答

公
園
、
保
育
園
な
ど
各
施
設
で

合
計
７９
台
設
置
し
て
い
る
。
今

後
は
、
目
標
値
を
持
ち
な
が
ら

計
画
的
に
設
置
し
て
い
き
た
い
。

空
家
対
策

　
　
空
家
対
策
除
却
費
用
補
助

金
で
、
特
定
空
家
に
匹
敵
す
る

と
こ
ろ
は
使
え
な
い
と
い
う
こ

と
だ
が
、
内
容
は
。

　
　
空
家
の
解
決
は
、
所
有
者

側
と
行
政
が
丁
寧
に
話
し
合
い
、

解
決
が
見
え
な
い
と
き
は
特
別

措
置
法
の
適
用
を
受
け
特
定
空

家
と
な
る
。
そ
う
な
る
と
補
助

の
対
象
と
な
ら
な
い
。

　
　
空
家
の
有
効
活
用
で
、
住

民
団
体
が
拠
点
と
す
る
場
合
、

改
修
費
が
上
限
４０
万
円
の
補
助

が
出
る
。
下
水
道
が
未
接
続
の

場
合
、
借
り
手
か
、
持
ち
主
の

ど
ち
ら
の
負
担
に
な
る
か
。

　
　
特
別
の
取
り
決
め
が
な
け

れ
ば
、
所
有
者
の
対
応
で
あ
る
。

問答問答

丹
羽
用
排
水
路
整
備

　
　
改
修
本
体
工
事
の
時
期
と

負
担
金
の
想
定
は
。

　
　

令
和
３
、
４
年
度
で
設

計
、
令
和
６
年
以
降
に
扶
桑
町

に
か
か
っ
て
来
る
予
定
。
負

担
金
は
令
和
５
年
か
ら
概
算

５
３
６
１
万
円
を
予
定
す
る
。

　
　
何
年
ぐ
ら
い
の
工
期
か
。�

　
　
事
業
と
し
て
は
犬
山
ま
で

施
工
し
て
令
和
１０
年
ま
で
の
予

定
。

町
制
７０
周
年
記
念
事
業

　
　
記
念
事
業
で
、
町
勢
要
覧

作
成
と
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ
以
外
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
令
和
３
年
度
は
準
備
の
年

問答問答問答

で
、
令
和
４
年
度
７０
周
年
に
は

何
か
考
え
て
い
く
こ
と
は
あ
る
。

そ
の
他
の
議
案

★
扶
桑
町
地
域
公
共
交
通
会
議

設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
の
運
行
開
始
に
向

け
て
有
識
者
や
関
係
分
野
の
専

門
家
で
構
成
さ
れ
た
会
議
を
設

置
。

★
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
　

・
新
生
児
子
育
て
応
援
給
付
金

(

３
万
円)

・
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
所
応
援
補

助
事
業

・
商
品
券
発
行
事
業

当
初
予
算
で
2０
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
率
の
予
定
に
、
補
正
で
3０
％

上
乗
せ
し
て
、
計
5０
％
の
商
品

券
発
行
事
業

総
務
建
設
常
任
委
員
会
へ
の
付

託
案
件
と
し
て
、
土
地
取
得
特

別
会
計
等
を
含
む
、
議
案
１5
件

を
審
査
し
ま
し
た
。
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賛

成

討

論

安
全
安
心
を
守
る
た
め
の

適
切
な
予
算
！

�

大
河
原
光
雄　
議
員

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
個
人
所

得
の
減
少
と
企
業
収
益
の
悪
化
に

よ
り
、
町
民
税
で
の
大
き
な
減
収

が
見
込
ま
れ
、
義
務
的
経
費
の
増

加
や
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、

多
額
の
財
政
負
担
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
厳
し
い
財
政
運
営
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

（
仮
称
）多
機
能
児
童
館
建
設
工
事
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
が
あ
り
、
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
の
う
ち
、
第
３
子
以
降

の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
と
、
高

雄
、
扶
桑
東
小
学
校
の
体
育
館
大

規
模
改
修
工
事
、�

高
雄
、
南
山
名

地
区
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
整
備
事
業
、

危
険
空
家
の
除
却
補
助
金
な
ど
多

く
の
新
規
、
拡
大
事
業
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
将
来
を
見
据
え
た
着

実
な
実
行
を
期
待
す
る
。

　
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
町
民

へ
の
生
活
支
援
と
、
消
費
拡
大
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
が
図
ら

れ
る
も
の
と
考
え
、
公
共
施
設
の

リ
ー
ス
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
も
、

中
長
期
的
な
経
常
的
経
費
の
平
準

化
と
削
減
を
図
る
た
め
の
施
策
と

評
価
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
を
推
進
し
賛
成
討
論
と
す

る
。　

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
費
１
億
２�

８
０
０
万
円
ほ
ど
で
、
い
つ
頃

か
ら
開
始
に
な
り
、
こ
の
予
算

で
す
べ
て
か
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
は
、
４
月
2６
日

の
週
に
入
る
予
定
。
確
実
に
ワ

ク
チ
ン
が
入
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
予
約
を
開
始
し
、
５
月
の
連

休
明
け
に
は
、
事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ワ

ク
チ
ン
費
用
に
つ
い
て
は
、
追

加
で
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
経
費

も
あ
り
、
今
後
分
か
り
次
第
変

更
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

問答

（
仮
称
）多
機
能
児
童
館
建
設
工
事

　
　
（
仮
称
）多
機
能
児
童
館
建

設
に
つ
い
て
、
工
事
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
現
状
は
、
基
本
設
計
が
固

ま
り
、
３
月
中
に
概
算
工
事
費

の
算
定
を
経
て
、
４
月
か
ら
詳

細
設
計
を
始
め
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
設
計
期
間
は
８
月
１０
日

が
完
了
と
な
っ
て
お
り
、
完
了

次
第
、
工
事
の
発
注
手
続
き
を

進
め
、
令
和
３
年
１2
月
議
会
に

て
工
事
の
契
約
議
決
予
定
で
進

め
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

　
　
中
学
校
費
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
の
内
訳
は
。

　
　
教
科
と
し
て
英
語
・
社
会
、

社
会
は
地
理
、
歴
史
、
公
民
の

３
教
科
で
あ
る
。

校
舎
大
規
模
改
修
工
事

　
　
学
校
施
設
の
校
舎
大
規
模

修
繕
工
事
は
何
処
か
。

　
　
高
雄
小
学
校
の
非
構
造
部

材
耐
震
化
改
修
工
事
と
、
扶
桑

東
小
学
校
の
体
育
館
大
規
模
改

修
工
事
で
あ
る
。

問答問答問答

保
健
体
育
各
種
大
会
事
業

　
　
新
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
、
大
会
の
内
容
や
種

目
に
工
夫
が
あ
る
か
。

　
　

新
年
度
の
文
化
・
芸
術
・

ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終

息
す
る
ま
で
、
町
民
の
安
全
を

第
一
に
考
え
進
め
て
い
く
。
現

時
点
で
は
、
町
民
体
育
祭
を
個

人
や
家
族
単
位
で
参
加
で
き
る
、

ボ
ッ
チ
ャ
や
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、

ク
ロ
リ
テ
ィ
な
ど
を
計
画
し
検

討
中
で
あ
る
。
ま
た
、
名
称
も

『
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

に
変
更
し
て
い
き
た
い
。

ワ
イ
ヤ
レ
ス
ド
ア
ホ
ン

　
　
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ド
ア
ホ
ン
は
、

各
学
習
等
供
用
施
設
に
設
置
す

る
か
。

　
　
現
在
あ
る
、
８
学
習
等
供

用
施
設
す
べ
て
に
設
置
す
る
予

定
で
あ
り
、
防
犯
対
策
と
し
て

も
活
用
す
る
。

問答問答

そ
の
他
の
議
案

★
扶
桑
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

平
成
3０
年
度
か
ら
国
民
健
康
保

険
制
度
の
改
革
に
伴
い
、
３
年

が
経
過
し
中
間
見
直
し
を
行
う

中
、
財
政
運
営
を
考
慮
し
た
上

で
運
営
す
る
。

★
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
謝
金

・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託

料・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

送
迎
委
託
料

・
小
中
学
校
教
室
大
型
モ
ニ

タ
ー
設
置

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
へ
の
付

託
案
件
と
し
て
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
を
含
む
、
議

案
１5
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン（
中
央
公
民
館
）
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○賛否が分かれた案件

会派・議員
議案等

議
決
結
果

桑政クラブ
日
　
本    

共
産
党

公
明
党

扶
桑
新
政
ク
ラ
ブ

無
所
属

伊
藤
　
　
猛

大
河
原
光
雄

兼
松
　
伸
行

小
室
　
輝
義

近
藤
　
　
裕

澤
田
　
憲
宏

杉
浦
　
敏
男

千
田
　
勝
文

丹
羽
　
友
樹

間
宮
　
幹
男

和
田
　
佳
活

髙
木
　
義
道

荒
木
　
孝
三

佐
藤
智
恵
子

千
田
　
利
明

矢
嶋
　
惠
美

◆議案
第2号 令和３年度扶桑町一般会計予算 可

決 〇 〇
※ 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 ●

※ ● ○ ○ ○

第4号 令和３年度扶桑町国民健康保険特別会計予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※ － 〇 〇 〇 〇 ●
●
※ ○ ○ ○

第5号 令和３年度扶桑町介護保険特別会計予算 可
決 〇 〇 〇 〇

※ 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 ●
※ ● ○ ○ ○

第17号 扶桑町国民健康保険税条例の一部を改正する
条例について

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※ － 〇 〇 〇 〇 ●
※ ● ○ ○ ○

第20号 扶桑町介護保険条例の一部を改正する条例に
ついて

可
決

〇
※ 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 ●

※ ● ○ ○ ○
◆意見書案

第1号 ７５歳以上の医療費窓口負担２割化撤回を求
める意見書について

否
決 ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● 〇

※ ○ ●
※ ● ●

賛否状況　○：賛成　　●：反対　　−：議長は採決に加わらない。  ※：討論者   

令和3年第2回（3月）扶桑町議会定例会 議員別審議結果一覧表

令和２年度　議長交際費と政務活動費　報告

費目 件数 金額（円）
弔慰 6 35,604
賛助 3 15,000
合計 9 50,604

収入（円） 支出（円） 返還金（円）研究研修費 広報費 資料購入費 支出合計
桑政クラブ（１１名） 660,000 0 0 289,620 289,620 370,380
日本共産党（２名） 120,000 5,470 0 95,815 101,285 18,715

公明党（１名） 60,000 22,920 0 41,964 64,884 0
扶桑新政クラブ（１名） 60,000 0 0 9,300 9,300 50,700

無所属（１名） 60,000 0 10,152 48,674 58,826 1,174
※政務活動費収支報告書・議長交際費の詳細は町ホームページでも公開しています。

議長交際費執行状況

各会派等の収支報告内容

政務活動費収支報告

2
月
臨
時
会
開
催

　
令
和
３
年
２
月
１2
日（
金
）に

臨
時
会
を
開
催
し
、
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１４
号
）の
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
14
号
）

　　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
０
６�

２
万
６
千
円
を
追
加
し
、
主
な

内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
関
す
る

事
務
費
、
医
師
等
へ
の
報
償
費

な
ど
の
補
正
、
国
の
第
２
次
臨

時
交
付
金
の
追
加
に
よ
り
テ
レ

ワ
ー
ク
推
進
の
補
助
や
給
食
費

の
３
月
分
の
免
除
な
ど
住
民
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
補
正
す

る
も
の
で
す
。

・交付対象　会派又は議員の職にある者
・交付金額　１人当たり年額６万円
・使途基準
　（政務活動費を充てることができる経費の範囲）

研究研修費（研修会等負担金、講師謝礼等）
調査旅費（先進地調査経費）
資料作成費（印刷製本費、翻訳料等）
資料購入費（書籍、資料等の購入費）
広報費（広報紙、報告書印刷費等）
会議費（会議費、器材借上げ料等）
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町政を問う

3月８日、6議員が登壇し、
一般質問を行いました。

「ここが聞きたい　これを言いたい」
一般質問は、議員が自身の考えや町民の皆様の
声をもとに町政全般について質問することです。

質問者 件　　名 ページ

大河原光雄 ・令和３年度の予算について
・コロナワクチン接種事業について 8

近藤　　裕 ・安全な歩行空間の確保について
・�災害弱者緊急通報システム設置運営事業の管理について 9

佐藤智恵子 ・ゴミ問題について
・安心・安全のまちづくりについて 10

矢嶋　惠美 ・青木川流域浸水防止対策と開発について 11

荒木　孝三 ・子育て支援について
・国民健康保険税について 12

髙木　義道
・学校教育について
・要支援者への対応について
・町道の整備について

13

※今議会では、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策
　�ワクチン接種事業を円滑に推進するため、通告提出の自粛を行い
　日程を１日間としました。
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答

一般質問

　
　
扶
桑
町
で
は
学
校
周
辺

に
お
い
て
路
側
帯
を
緑
色
に

カ
ラ
ー
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

通
行
車
両
へ
の
注
意
喚
起
を

行
い
歩
行
者
の
安
全
を
守
る

た
め
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と

い
う
手
法
を
用
い
て
い
る
。

学
校
周
辺
以
外
で
も
、
交
通

量
は
多
い
が
道
路
幅
の
関
係

で
歩
車
道
区
分
が
で
き
な
い

路
側
帯
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
地
域

住
民
全
体
の
安
全
な
歩
行
空

間
の
確
保
を
図
る
計
画
は
な

い
か
。

　
　
産
業
建
設
部
長　
今
後

の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
設
置
計

画
で
は「
扶
桑
町
通
学
路
交

問答 予
算
編
成
の
考
え
方
は

　
　
令
和
３
年
度
の
予
算
編

成
に
お
い
て
特
に
意
を
用
い

た
こ
と
は
何
か
。

　
　
町
長　
町
民
税
に
お
い

て
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
と

認
識
し
て
い
る
。
事
業
の
緊

急
度
・
重
要
度
を
見
極
め
、

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
効

果
的
に
活
用
で
き
る
予
算
編

成
に
努
め
た
。
ま
ず
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
最
優
先
事
業

と
し
、
併
せ
て
、
終
息
後
を

見
据
え
た
施
策
を
着
実
に
進

め
て
い
く
。

　
　

行
政
の
指
針
と
し
て
、

具
体
的
な
事
業
の
内
容
を
定

め
て
予
算
を
投
入
し
た
も
の

は
何
か
。

問答問

　
　
総
務
部
長　
多
機
能
児

童
館
の
建
設
、
児
童
生
徒
の

う
ち
第
３
子
以
降
の
学
校
給

食
費
の
無
償
化
、
地
域
経
済

活
性
化
の
た
め
の
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
発
行
が
あ
る
。

事
業
の
廃
止
や
見
直
し
は

　
　
財
政
運
営
を
堅
持
す
る

た
め
の
事
業
の
廃
止
や
見
直

し
は
あ
る
か
。

　
　
総
務
部
長　
老
朽
化
や

利
用
者
の
減
少
に
よ
る
町
民

プ
ー
ル
事
業
の
廃
止
、
保
健

セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備
改
修

工
事
や
図
書
館
の
屋
根
改
修

工
事
を
延
伸
し
、
現
在
稼
働

し
て
い
な
い
サ
ン
グ
リ
ー
ン

ハ
ウ
ス
の
温
室
も
取
り
壊
す
。

答問答

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
予

算
積
算
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
、
芸
術
な
ど
、
行
事
の

開
催
を
ど
の
よ
う
に
推
進
す

る
か
。

　
　

教
育
次
長　
町
民
の
皆

様
へ
の
参
加
機
会
の
提
供
は
、

重
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ

と
認
識
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
対

応
と
し
て
必
要
な
安
全
対
策

を
実
施
し
、
開
催
の
推
進
に

向
け
て
積
極
的
、
か
つ
、
慎

重
に
検
討
、
判
断
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

へ
の
取
り
組
み
は

　
　
今
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
自
治
体
の
裁
量
に
任
せ

る
と
い
う
こ
と
で
、
自
治
体

に
と
っ
て
は
非
常
に
責
任
が

重
い
と
考
え
る
が
、
本
町
の

現
状
は
。

　
　
健
康
福
祉
部
参
事　
中

央
公
民
館
で
の
集
団
接
種
を
基

本
に
、
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る

個
別
接
種
も
並
行
し
て
実
施
す

る
。
２
月
2７
日
に
接
種
手
順
の

確
認
作
業
を
実
施
し
た
。
専
門

の
推
進
担
当
と
し
て
新
た
に
主

幹
お
よ
び
主
事
の
２
名
を
加

問答問答

え
、
事
業
を
進
め
る
。
接
種
券

の
送
付
は
３
月
中
の
予
定
と
し
、

４
月
１
日
以
降
に
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
本
町
の
接
種
を
担
っ
て

い
た
だ
く
医
師
・
看
護
師
の

確
保
の
状
況
と
課
題
は
。

　
　
健
康
福
祉
部
参
事　
集

団
又
は
個
別
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
協
力
を
い
た
だ
け
る
の

は
現
在
１１
医
療
機
関
で
、
限

ら
れ
た
医
療
従
事
者
の
方
に

お
願
い
す
る
事
業
で
あ
り
、

無
理
な
く
、
継
続
事
業
と
し

て
の
実
施
が
課
題
で
あ
る
。

　
　
「
基
幹
病
院
」を
持
た
な

い
本
町
と
し
て
、
近
隣
自
治

体
と
の
連
携
に
よ
る
共
同
接

種
の
考
え
は
。

　
　
健
康
福
祉
部
参
事　
複

数
自
治
体
に
お
け
る
共
同
接

種
は
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
予

想
さ
れ
、
尾
北
医
師
会
管
内

２
市
２
町
で
の
集
団
接
種
会

場
は
各
々
の
市
町
で
定
め
て

い
る
。
他
市
町
で
の
接
種
歴

な
ど
の
情
報
の
や
り
取
り
は

課
題
で
あ
り
、
自
治
体
間
の

連
携
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問答問答

町民プール事業を廃止し、
保健センターの空調、
図書館の屋根改修を延伸する

財政運営面での�
事業の廃止や見直しは

桑政クラブ
大河原光雄　議員

廃止される町民プール



ふそう議会だより 第247号／令和3年5月1日9

答

一般質問

　
　
扶
桑
町
で
は
学
校
周
辺

に
お
い
て
路
側
帯
を
緑
色
に

カ
ラ
ー
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

通
行
車
両
へ
の
注
意
喚
起
を

行
い
歩
行
者
の
安
全
を
守
る

た
め
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と

い
う
手
法
を
用
い
て
い
る
。

学
校
周
辺
以
外
で
も
、
交
通

量
は
多
い
が
道
路
幅
の
関
係

で
歩
車
道
区
分
が
で
き
な
い

路
側
帯
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
地
域

住
民
全
体
の
安
全
な
歩
行
空

間
の
確
保
を
図
る
計
画
は
な

い
か
。

　
　
産
業
建
設
部
長　
今
後

の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
設
置
計

画
で
は「
扶
桑
町
通
学
路
交

問答

通
安
全
推
進
会
議
」で
提
案

さ
れ
た
通
学
路
や
地
区
要
望

の
意
見
を
踏
ま
え
設
置
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
交
通
量
が

多
く
、
歩
道
と
車
道
が
区
分

さ
れ
て
い
な
い
箇
所
で
は
、

道
路
の
利
用
状
況
及
び
危
険

度
を
見
極
め
、
順
次
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の
設
置
を
計
画
し

て
い
き
た
い
。

　
　
狭
い
歩
道
内
で
側
溝
用

の
蓋
が
連
続
し
て
い
る
箇
所

で
は
、
蓋
に
あ
る
雨
水
排
水

用
の
切
込
み
に
、
靴
の
つ
ま

先
や
婦
人
靴
の
ヒ
ー
ル
部
分

が
入
り
、
靴
の
破
損
や
場
合

に
よ
り
転
倒
に
及
ぶ
危
険
も

あ
る
。
最
近
で
は
蓋
の
継
ぎ

問

目
に
切
込
み
は
な
く
、
側
溝

内
の
水
の
流
れ
方
向
に
排
水

ス
リ
ッ
ト
を
付
け
た
製
品
も

あ
る
。
町
内
に
あ
る
狭
い
歩

道
内
に
側
溝
蓋
が
連
続
し
、

歩
行
に
危
険
が
伴
う
歩
道
区

間
に
つ
い
て
、
今
後
の
側
溝

蓋
改
修
計
画
は
。

　
　
産
業
建
設
部
長　
歩
道

内
の
側
溝
蓋
に
つ
い
て
は
、

ガ
タ
ツ
キ
や
段
差
な
ど
の
解

消
や
従
来
の
側
溝
蓋
か
ら
ス

リ
ッ
ト
蓋
へ
の
交
換
の
た
め

歩
道
整
備
工
事
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
今
後
も
側
溝

蓋
が
絡
ん
だ
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
歩
行
者
の
利
用
状

況
な
ど
の
現
地
確
認
に
よ
り
、

側
溝
の
入
れ
替
え
や
蓋
の
交

換
を
計
画
的
に
行
い
、
安
全

で
快
適
な
歩
行
空
間
の
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

「
災
害
弱
者
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
設
置
運
営
事
業
」の
管

理
は

　
　
緊
急
通
報
機
器
の
定
期

点
検
頻
度
は
。

　
　
健
康
福
祉
部
参
事　
法

令
等
に
よ
る
定
め
は
な
い
が
、

答問答

年
一
回
の
定
期
点
検
を
行
っ

て
い
る
。
定
期
点
検
の
内
容

は
、
利
用
者
の
自
宅
に
て
機

器
の
動
作
確
認
の
た
め
に
テ

ス
ト
通
報
を
実
施
し
、
機
器

の
電
池
交
換
や
交
換
期
限
に

従
っ
た
機
器
本
体
の
交
換
も

行
っ
て
い
る
。
ま
た
保
守
点

検
と
し
て
毎
月
、
端
末
装
置

が
自
動
で
装
置
や
回
線
の
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
委
託
点

検
業
者
の
保
守
セ
ン
タ
ー
装

置
に
電
話
機
・
ペ
ン
ダ
ン
ト

双
方
よ
り
定
時
通
報
を
行
い
、

シ
ス
テ
ム
に
異
常
が
な
い
か

を
確
認
し
て
い
る
。

　
　
定
期
点
検
時
で
の
点
検

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
使
用
は
。

　
　
健
康
福
祉
部
参
事　
現

在
、
定
期
点
検
時
に
利
用
者

に
お
渡
し
す
る
書
類
は
用
意

し
て
い
な
い
が
、
今
後
は
利

用
者
に
分
か
り
や
す
い
点
検

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
、

点
検
後
の
結
果
を
利
用
者
に

説
明
の
上
お
渡
し
す
る
よ
う

進
め
て
い
く
。

問答

安全・安心な歩行空間の整備を
進めていきたい

安全な歩行空間の確保は

桑政クラブ
近藤　裕　議員

手前の従来型側溝蓋と改修したスリット蓋
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答

一般質問

　
　
町
内
で
の
自
転
車
事
故

の
件
数
・
年
齢
層
は
。

　
　
総
務
部
長　
令
和
２
年

中
の
自
転
車
に
よ
る
事
故
は
、

2４
件
。
１０
代
と
６5
歳
以
上
の

人
数
だ
け
で
全
体
の
８
割
以

上
を
占
め
て
い
る
。

　
　
自
転
車
の
事
故
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
う
ち
、
約
７

割
が
頭
部
へ
の
致
命
傷
が
原

因
で
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
非
着
用

時
は
着
用
時
に
比
べ
致
死
率

が
６
倍
に
な
る
こ
と
か
ら
、

自
転
車
に
乗
る
際
は
、
大
人

も
子
ど
も
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要

だ
。
学
校
で
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

問答問

着
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
か
。

　
　
教
育
次
長　
学
校
安
全

計
画
を
立
て
、
そ
の
中
で
自

転
車
の
乗
り
方
や
登
下
校
時

の
交
通
安
全
に
つ
い
て
学
習

す
る
内
容
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
関

し
て
は
、
自
転
車
に
乗
る
と

き
は
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
す
る
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
命

を
守
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
中
心
に
指
導
し
て
い
る
。

ま
た
交
通
事
故
、
自
転
車
関

連
の
事
故
が
近
く
で
起
き
た

場
合
に
は
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

等
で
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

答

　
　
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
を
促
す
た
め
購
入
の
際
、

町
と
し
て
そ
の
一
部
を
補
助

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
総
務
部
長　
県
の
方
で

令
和
３
年
度
か
ら
施
行
の

「
愛
知
県
自
転
車
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進
事
業
費

補
助
金
」制
度
を
創
設
予
定

で
あ
る
。
県
の
動
き
に
合
わ

せ
、
令
和
３
年
度
の
な
る
べ

く
早
い
段
階
で
補
正
予
算
に

計
上
し
、
準
備
を
し
て
い
き

た
い
。
補
助
対
象
者
は
７
歳

か
ら
１８
歳
の
児
童
・
生
徒
及

び
６5
歳
以
上
の
高
齢
者
を
予

定
し
て
い
る
。

　
　

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ�

く
り
を
目
指
し
今
後
の
啓

発
活
動
と
し
て
、
犬
山
署
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

る
各
小
学
校
区
ご
と
の
安
全

マ
ッ
プ
を
利
活
用
で
き
な
い
か
。

　
　
総
務
部
長　
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
リ
ン
ク
し
、
利
活
用
を

促
進
し
て
い
く
。

ご
み
集
積
場
の
環
境
問
題

　
　
ご
み
集
積
場
で
カ
ラ
ス

問答問答問

や
猫
等
に
荒
ら
さ
れ
る
と
い

う
相
談
が
多
い
。
解
決
策
と

し
て
、
折
り
た
た
み
式
ご
み

ボ
ッ
ク
ス
、
ま
た
住
民
の
方

が
ご
み
ボ
ッ
ク
ス
を
製
作
等

す
る
費
用
と
し
て
、
補
助
金

を
出
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
産
業
建
設
部
長　
近
隣

市
が
導
入
し
て
い
る
折
り
た

た
み
式
ご
み
ボ
ッ
ク
ス
で
カ

ラ
ス
対
策
の
効
果
が
出
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
設
置
場
所
、
費
用

が
高
価
で
あ
る
等
課
題
も
あ

り
、
積
極
的
な
導
入
は
難
し

い
。
補
助
金
に
関
し
て
も
今

後
の
研
究
課
題
と
し
て
い
く
。

　
　
ご
み
ア
プ
リ
を
導
入
す

る
考
え
は
。
ま
た
、
近
隣
市

町
の
状
況
は
。

　
　
産
業
建
設
部
長　
ア
プ

リ
を
提
供
し
て
い
る
の
は
、

犬
山
市
、
岩
倉
市
。
ブ
ラ
ウ

ザ
上
で
動
く
も
の
を
利
用
し

て
い
る
の
が
江
南
市
、
大
口

町
で
あ
る
。
本
町
と
し
て
は
、

近
隣
市
町
が
行
な
っ
て
い
る

も
の
か
、
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
か
、
導
入
費
用
や
使

い
勝
手
等
検
討
し
て
い
く
。

答問答

自転車ヘルメット購入の�
補助は

補助制度の創設にむけて
準備していきたい

公明党
佐藤智恵子　議員
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答

一般質問

　
　
町
内
最
大
の
浸
水
被
害

地
区
の
改
修
工
事
予
定
地
内

で
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
一

日
も
早
い
改
修
を
望
む
地
元

住
民
は
、
改
修
計
画
に
影
響

が
あ
る
の
で
は
と
危
惧
し
て

い
る
。
そ
の
認
識
と
対
応
は
。

　
　
産
業
建
設
部
長　
現
在

の
状
況
は
埋
め
立
て
、
土
留

め
を
し
、
間
も
な
く
住
宅
建

設
の
予
定
。
開
発
業
者
に
は
、

「
浸
水
被
害
地
で
、
青
木
川

改
修
計
画
が
あ
る
」こ
と
を

伝
え
、
土
地
購
入
予
定
者
に

情
報
周
知
を
依
頼
し
た
。

　
　
課
題
と
し
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

　
　
産
業
建
設
部
長　
市
街

化
区
域
は
今
後
も
同
様
な
開

発
が
行
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
土
地
情
報
を
確
実
に
周

知
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

　
　
不
動
産
売
買
に
は
重
要

事
項
の
説
明
が
義
務
化
さ
れ

て
い
る
。
本
町
と
し
て
も
浸
水

被
害
想
定
区
域
で
あ
る
こ
と
、

改
修
計
画
が
あ
る
こ
と
等

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
情

報
公
開
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

問答問答問

　
　
産
業
建
設
部
長　
今
後

扶
桑
町
で
居
住
を
考
え
て
い

る
方
へ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ト
ッ
プ
画
面
か
ら
浸
水
実
績

や
河
川
改
修
計
画
情
報
等
分

か
り
易
い
案
内
を
検
討
す
る
。

　
　
国
で
は
、
特
定
河
川
浸

水
被
害
対
策
法
の
一
部
改
正

で
、
今
国
会
に「
流
域
治
水

関
連
法
案
」が
提
案
さ
れ
県

と
市
町
村
が
連
携
し
、
浸
水

リ
ス
ク
の
高
い
地
域
に
一
定

の
基
準
の
規
制
が
か
け
ら
れ

る「
浸
水
被
害
防
止
区
域
」の

創
設
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
そ
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
産
業
建
設
部
長　
浸
水

被
害
に
対
す
る
安
全
性
を
事

前
に
確
認
す
る
制
度
の
創
設

等
今
後
、
改
正
法
に
基
づ
く

区
域
の
指
定
に
つ
い
て
必
要

に
応
じ
愛
知
県
と
協
議
し
て

い
く
。

　
　
国
は
、
令
和
２
年
度
３

次
補
正
と
令
和
３
年
度
予
算

で
国
土
強
靭
化
計
画
の
流
域

治
水
の
予
算
を
強
化
し
て
い

る
。
改
修
計
画
も
前
倒
し
で

工
事
が
進
ん
で
い
る
が
、
今

後
の
改
修
工
事
の
見
通
し
は
。

答問答問

　
　
産
業
建
設
部
長　
町
道

柏
森
高
屋
線
の
橋
梁
の
架
け

替
え
工
事
は
令
和
４
年
度
に

完
了
予
定
し
、
並
行
し
て
護

岸
排
水
工
事
も
進
め
ら
れ
て

い
る
。
今
後
は
、「
防
災
・

減
災
・
国
土
強
靭
化
の
た
め

の
５
か
年
加
速
化
対
策
」の

事
業
で
前
利
神
社
ま
で
の
事

業
に
着
手
し
、
令
和
３
年
度

は
、
設
計
を
予
定
し
改
修
内

答

容
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の

後
事
業
進
捗
に
関
し
地
元
説

明
会
を
行
う
。
河
川
改
修
は

地
元
の
協
力
が
な
け
れ
ば
完

成
で
き
な
い
。
地
元
と
情
報

共
有
を
図
り
愛
知
県
と
扶
桑

町
が
一
丸
と
な
り
対
応
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。
地
元
説

明
会
は
早
い
時
期
に
開
催
で

き
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

　
　
町
内
で
の
自
転
車
事
故

の
件
数
・
年
齢
層
は
。

　
　
総
務
部
長　
令
和
２
年

中
の
自
転
車
に
よ
る
事
故
は
、

2４
件
。
１０
代
と
６5
歳
以
上
の

人
数
だ
け
で
全
体
の
８
割
以

上
を
占
め
て
い
る
。

　
　
自
転
車
の
事
故
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
う
ち
、
約
７

割
が
頭
部
へ
の
致
命
傷
が
原

因
で
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
非
着
用

時
は
着
用
時
に
比
べ
致
死
率

が
６
倍
に
な
る
こ
と
か
ら
、

自
転
車
に
乗
る
際
は
、
大
人

も
子
ど
も
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要

だ
。
学
校
で
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

問答問

令和3年度に前利神社まで
設計予定

青木川改修計画の�
今後の見通しは

無所属
矢嶋惠美　議員

青木川改修計画区域予定地
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答

一般質問

　
　
保
育
園
の
給
食
費
の
現

状
と
今
後
の
考
え
は
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　
令
和

元
年
１０
月
か
ら
３
歳
児
以
上

の
保
育
料
無
償
化
の
実
施
に

伴
い
、
主
食
費
・
副
食
費
の

合
計
額
５
１
６
０
円
を
月
額

と
し
て
保
護
者
の
方
が
負
担

し
て
い
る
。
保
育
園
に
同
時

入
所
の
第
３
子
及
び
在
籍
園

児
の
い
る
世
帯
の
所
得
に

よ
っ
て
副
食
費
を
免
除
す
る

制
度
が
あ
る
。
第
２
子
の
無

料
化
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
実
施
に
向
け
て
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
子
育
て

支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
重

要
な
施
策
と
認
識
し
て
お
り
、

問答

様
々
な
施
策
を
講
じ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
近
隣
市
町
の
状
況

や
事
業
に
よ
る
影
響
を
調
査

し
て
い
く
。

子
ど
も
の
医
療
費

　
　

子
ど
も
の
医
療
費
の　
　
　
　

無
料
化
の
拡
大
は
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
健
康
福
祉
部
長　
本
町

で
は
中
学
校
卒
業（
１5
歳
）ま

で
を
対
象
に
保
険
診
療
分
の

医
療
費
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

県
内
で
本
町
と
同
じ
よ
う
に

中
学
校
卒
業
ま
で
入
通
院
と

も
助
成
し
て
い
る
市
町
村
は
、

令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
で
、

5４
市
町
村
中
６3
％
に
あ
た
る

問答

3４
市
町
、
入
院
の
み
１８
歳
ま

で
拡
大
し
て
い
る
市
町
村
は

１８
・
５
％
で
１０
市
、
１８
歳
ま

で
入
通
院
と
も
助
成
し
て
い

る
市
町
村
は
１８
・
５
％
の
１０

市
町
村
。
本
町
に
お
い
て
１８

歳
ま
で
医
療
費
助
成
を
拡
大

し
た
場
合
、
町
の
行
う
助
成

額
は
年
間
１
３
０
０
万
円
ほ

ど
増
え
る
も
の
と
試
算
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
財
源
の

見
通
し
を
確
実
な
も
の
と
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。

国
民
健
康
保
険
税

　
　
扶
養
家
族
が
増
え
る
と　
　
　

保
険
税
が
高
く
な
る
の
は
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　
被
保

険
者
の
保
険
税
負
担
能
力
に

応
じ
て
賦
課
さ
れ
る
所
得
割

と
、
受
益
に
応
じ
て
等
し
く

被
保
険
者
に
賦
課
さ
れ
る
均

等
割
・
平
等
割
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
所
得
が
同
じ

で
も
加
入
者
が
多
い
世
帯

ほ
ど
税
額
が
多
く
な
る
こ

と
に
な
る
。
例
え
ば
、
課

税
所
得
２
０
０
万
円
の
試
算

で
は
、
３
人
世
帯
で
年
額
は

問答

2６
万
４
８
０
０
円
、
４
人
世

帯
で
年
額
は
2６
万
５
８
０
０

円
、
５
人
世
帯
で
年
額
は

2８
万
９
２
０
０
円
と
、
所
得

が
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
保
険

税
負
担
は
、
増
え
て
く
る
。

被
保
険
者
の
負
担
が
下
が
る

よ
う
な
公
費
の
増
加
要
望
を

す
る
な
ど
し
て
い
き
た
い
。

　
　
国
民
健
康
保
険
税
の
均

等
割
の
あ
り
方
は
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
所
得
が
同

じ
で
あ
っ
て
も
加
入
者
が
多

い
世
帯
ほ
ど
税
額
が
多
く
な

る
。
国
は
、
世
帯
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
均

等
割
・
平
等
割
の
７
割
・
５

割
・
２
割
を
軽
減
す
る
制
度

を
設
け
て
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
お
り
、
全
体
の
４８
・

６
％
の
世
帯
が
軽
減
を
受
け

て
い
る
。
国
は
未
就
学
児
を

対
象
に
均
等
割
を
全
世
帯
一

律
に
５
割
軽
減
と
す
る
制
度

を
令
和
４
年
度
か
ら
施
行
す

る
方
向
性
を
示
し
て
お
り
、

今
後
の
動
向
に
注
視
し
て
い

く
。

問答

実施に向けては厳しい状況

保育園における第2子の�
給食費無料化は

日本共産党
荒木孝三　議員
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答

一般質問

　
　
令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ

禍
で
、
厳
し
い
教
育
環
境
に

あ
っ
た
。
新
年
度
は
ど
の
よ

う
に
対
応
を
す
る
の
か
。

　
　
教
育
長　
本
年
度
、
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
学

習
形
態
・
給
食
な
ど
生
活
様

式
が
一
変
し
、
教
師
も
子
ど

も
も
伸
び
や
か
に
学
校
生
活

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
児
童
生
徒
・
保
護

者
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
行

事
は
で
き
る
限
り
実
施
す
る

よ
う
、
年
間
計
画
を
立
案
し

て
い
る
。

問答

　
　

令
和
３
年
度
に
向
け
、

扶
桑
町
の
教
育
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
、
教
育
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

　
　
教
育
長　
新
任
時
、
子

ど
も
の
笑
顔
を
守
る
こ
と
が

教
育
者
の
使
命
と
所
信
表
明

を
行
っ
た
。「
学
び
に
向
か

う
力
を
つ
け
る
」「
仲
間
と
共

に
頭
脳
と
心
を
鍛
え
磨
く
」

「
多
角
的
・
多
面
的
な
も
の

の
見
方
・
考
え
方
を
学
ぶ
」

「
自
信
を
も
っ
て
生
き
て
い

く
」な
ど
子
ど
も
の
資
質
、

能
力
を
明
確
に
し
て
取
り
組

む
日
々
の
授
業
実
践
が
子
ど

問答

も
の
明
る
い
未
来
と
笑
顔
を

創
る
。

要
支
援
者
へ
の
対
応
は

　
　
支
援
が
必
要
な
人
へ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
か
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

を
十
分
に
果
た
せ
て
い
る
の

か
。

　
　
健
康
福
祉
部
参
事　
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
住
民
の
健
康
・
福
祉
・

医
療
の
向
上
、
虐
待
防
止
、

介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な

ど
を
総
合
的
に
実
施
す
る
機

関
で
あ
る
。
職
員
体
制
は
、

主
任
介
護
支
援
専
門
員
・
看

護
師
・
社
会
福
祉
士
３
名
・

介
護
支
援
専
門
員
等
の
７
名

で
運
営
。
予
防
プ
ラ
ン
作
成

が
１
１
０
３
件
、
総
合
相

談
窓
口
で
の
相
談
業
務
が

５
７
１
７
件
。
高
齢
化
の
進

展
に
伴
い
、
セ
ン
タ
ー
の
業

務
量
も
増
加
し
て
い
る
。
今

後
も
業
務
量
・
人
件
費
な
ど

効
率
の
良
い
運
営
指
導
に
努

め
る
。

町
道
の
整
備
は

　
　
自
転
車
で
安
心
し
て
走

問答問

れ
る
道
路
が
な
い
と
、
よ
く

耳
に
す
る
。
町
道
の
整
備
を

し
て
、
歩
行
者
・
自
転
車
利

用
者
が
安
全
に
通
行
で
き
る

よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

安
全
な
道
路
に
す
る
方
策
は
。

　
　
産
業
建
設
部
長　
歩
行

者
や
自
転
車
利
用
者
の
た
め
、

両
者
の
安
全
を
優
先
し
た
町

道
整
備
の
実
施
で
安
全
な
空

間
が
作
れ
る
。
段
差
の
解
消
、

蓋
の
す
き
間
・
が
た
つ
き
な

ど
を
解
消
す
る
。
道
路
面
の

凹
凸
の
解
消
、
歩
道
内
の
通

行
に
支
障
と
な
る
標
識
柱
の

改
善
、
幹
線
道
路
の
カ
ラ
ー

塗
装
な
ど
安
全
に
配
慮
す
る

こ
と
が
必
要
。
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
、
住
民

要
望
を
参
考
に
道
路
整
備
を

実
施
す
る
。
令
和
３
年
度
に

は
、
歩
行
者
・
自
転
車
利
用

者
の
安
全
確
保
の
た
め
歩
道

整
備
工
事
、
側
溝
修
繕
工
事

を
行
う
。
今
後
も
引
き
続
き

歩
行
者
が
通
行
し
や
す
い
道

路
整
備
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
自
転
車
利
用
者
の
安
全

な
通
行
を
確
保
で
き
る
よ
う

道
路
整
備
に
努
め
る
。

答

資質・能力を明確にした
授業を実践

扶桑町の学校教育の�
目指すものは

日本共産党
髙木義道　議員

タブレットを活用した授業風景（扶桑東小学校）
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禁
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為
行
付
寄
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6月定例会の日程（予定）
６月 2 日(水) 開会・提案説明
６月 8 日(火) 一般質問
６月 9 日(水) 一般質問
６月10日(木) 議案質疑
６月11日(金) 福祉文教常任委員会
６月14日(月) 総務建設常任委員会
６月21日(月) 委員長報告・討論・採決・閉会

場所：扶桑町役場２F議場
時間：午前９時３０分から
(日程は変更になることがあります)

議会だより編集
特別委員会

委員長　　
　　　澤田　憲宏
副委員長
　　　佐藤智恵子
委員
　　　矢嶋　惠美
　　　千田　利明
　　　兼松　伸行
　　　荒木　孝三
　　　伊藤　　猛
　　　近藤　　裕

お　知　ら　せ

「会議録検索システム」
インターネット配信

扶桑町役場ホームページで議会会
議録をインターネット配信してい
ますので、ご利用ください。

扶桑町役場
ホームページ

↓
扶桑町議会
↓

扶桑町議会
会議録検索システム
●��3月定例会分は、�
６月2日に更新を予定しています。
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議会改革特別委員会　令和２年度中間報告
＜特別委員会の主な活動＞　合計7回開催
令和2年４月に町議会議員選挙が行われ、６月定例会で第2期議会改革特別委員会として新しい顔ぶ

れで活動を開始。議会運営部会・広報広聴部会の両部会からの報告事項や協議事項の情報を共有する
など、特別委員会の共通決定事項として運営を進めた。
・１0月2９日　　　　講師を招き全議員参加で〔議会改革とは〕の研修会を開催。
・１１月４日～5日　　全国市町村議会議員研修会に議員４名参加。

＜議会運営部会の主な活動＞　合計８回開催
地域公共交通の在り方、及び議会先例集の先例を再検討することを取り上げ、「議会の委任による町

長の専決処分について」、「陳情書の取り扱い」や「議事日程の検討」を協議し、特別委員会へ協議事項と
して提案。内、「議会の委任による町長の専決処分について」は、１2月議会で議員提案とし議決。

＜広報広聴部会の主な活動＞　合計１3回開催
第１期に続きタブレット端末の導入の検討と、住民への情報発信を進めることとして、
「令和3年度予算要望としてタブレット端末の導入」「町民との意見交換会」を特別委員会へ協議事項
として提案。
内、「タブレット端末の導入」は新年度予算に計上され、「町民との意見交換会」は3月23日扶桑町商

工会青年部・3月27日扶桑町子ども会連絡協議会との意見交換会を開催。
各部会共に、次年度においても検討事項の活動を継続。

名
誉
町
村
議
会
議
員
と
し
て
表
彰

�

小
林　
明　
元
議
員

　

町
議
会
議
員
と
し
て
、
5０
年

以
上
在
職
さ
れ
た
と
し
て
、
全

国
町
村
議
長
会
よ
り「
名
誉
町

村
議
会
議
員
」と
し
て
表
彰
さ

れ
、
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。


